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慢性肝炎・肝硬変と肝がん

毎年毎年33万人が肝がんで死亡万人が肝がんで死亡



  

肝がん死亡の原因
8080％は％はCC型慢性肝炎による型慢性肝炎による

CC型ウィルス型ウィルス
陽性８０％陽性８０％

B型ウィルス
陽性１５％

その他　５％



  

慢性肝炎・肝硬変から肝がんへ



  

C型肝炎感染者数

• 世界人口の約3％　約1億３千万人が感染

• わが国では200200万人万人の感染者の存在が推定

• HCV陽性率　年齢階層で大きな違い

20歳未満では0.2％

50歳以上では3.9％

70-7270-72歳では歳では1111％％

※HCV（Hepatitis　C　Virus）　「C型肝炎ウイルス」のこと



  



  

C型肝炎ウイルス検査
神奈川県　節目検診

0.94%１,３７８21.9%１４６，８６８６６９，２３４総数

0.85%３９０20.7%４５，９４７２２２，４４５平成17年度

0.84%４１９27.8%５０，１１８１８０，０９９平成16年度

1.12%５６９19.0%５０，８０３２６６，６９０平成15年度

感染率陽性者数受診率受診者数対象者数

約１約１%%にＨＣＶ陽性にＨＣＶ陽性



  

• 全国民に対する神奈川県民数
　880万人（7.3%）

• 40歳以上の人口　490万人

• 感染率1%　　　　　4.9万人



  

C型慢性肝炎・肝がん診療におけるポイント

• 自覚症状に乏しいため、患者自身が感染
に気づいていない。そのため医療機関に
よるコントロールを受けていない患者が、
多数存在。

• 肝がんは慢性肝炎・肝硬変から発生する
。

• 最近の急速な治療の進歩により、慢性肝
炎は治癒しうる疾患となってきた。肝がん
の治療も効果的に行えるようになった。



  

肝がん撲滅のために

最新の肝炎・肝がん診療の
知識を広める・深める

地域における一般開業医と
専門病院との病診連携



  

肝がん撲滅を目指す
病診連携の会

● 第1回　2004年 6月26日 新横浜

● 第2回　2004年11月26日川崎

● 第3回　2005年 6月18日 横須賀

● 第4回　2005年11月19日平塚

● 第5回　2006年 6月17日 相模大野

● 第6回　2007年 6月16日 横浜

● 第７回　200７年12月１日 川崎



  

２００８年６月２８日
（土）

第3地区にて開催
第８回

肝がん撲滅を目指す病診連携の会



  

肝がん撲滅を目指す病診連携の会世話人

● 代表世話人
　元神奈川県立がんセンター顧問 多羅尾和郎
　神奈川県内科医学会会長 中山脩郎
● 世話人
　済生会横浜市南部病院院長 保坂洋夫
　昭和大学藤が丘病院教授 与芝真彰
　市民総合医療センター教授 田中克明
　東海大学医学部教授 峯　徹哉
　北里大学医学部講師 渋谷明隆
　聖マリアンナ医科大学教授 伊東文生
　神奈川県内科医学会担当副会長 中　佳一　　　
　神奈川県内科医学会肝炎対策委員　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）



  

肝がん撲滅を目指す病診連携の会
共催メーカー

● シェリング・プラウ株式会社

● 田辺三菱製薬株式会社

● 株式会社ミノファーゲン製薬

● ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社



  

神奈川肝炎対策委員会

会長：中山脩郎、　担当副会長：宮川政昭

委員長：岡　正直（横浜市）

委員：多羅尾和郎（横浜市）

　　　　小林明文（川崎市）　

　　　　伊東高仁（逗葉）

　　　　梶原光令（平塚市）　

　　　　沓掛伸二（相模原市）　(敬称略)


